
木 下 智 博  教授 

 

専門分野：金融論、金融政策、中央銀行論 

学  位： LL.M.（ハーヴァード大学法科大学院） 

略  歴： 1984年東京大学法学部Ⅱ類卒業、同年日本銀行入行、1990年米国ハーヴァード大学法科

大学院修了（法律学修士 LL.M.取得）、1995年日本銀行信用機構局 副調査役、1997 年日

本銀行金融研究所 調査役、1999年日本銀行ニューヨーク事務所 次長、2006年日本銀行

システム情報局 参事役、2008年財団法人金融情報システムセンター調査部長、2010 年

日本銀行青森支店長、2012 年政策研究大学院大学教授 

 

１. 業 績（Ａ） 

（１） 図 書（単 著） 

＊ 木下智博「中央銀行『最後の貸し手』機能の研究：金融危機の教訓を踏まえたバジョッ

ト批判と新たな発動原則」（近日刊行予定）、2015 年 11 月 

（２） 学会発表 

＊ Tomohiro Kinoshita “BOJ Policy Duration Commitment: Credible Policy or Incredibly Costly?” 

Webinar 上での講演、2015 年 10 月 8 日 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） 書評・解説等 

＊ メディア諮問に対する解説「FRB 利上げ見通しの情報整理」、2015 年 6 月 18 日 

＊ メディア諮問に対する解説「新興国やユーロ圏への影響」、2015 年 8 月 12 日 

 

３. 教 育 

（１） 講 義 

＊ Global Economy, Monetary Policy and Central Banking（春学期） 

＊ 世界経済と金融政策（秋学期） 

（２） 論文指導 

＊ Public Finance Program：修士課程 1 名（主指導、学位取得） 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1)：修士課程 6 名（主指導 6 名：うち 2 名

学位取得） 

＊ Macroeconomic Policy Program：修士課程 1 名（主指導） 

＊ Young Leaders Program：修士課程 2 名（主指導） 

（３） 研修事業 

＊ インドネシア大統領補佐官スタッフ研修、2015 年 7 月 6 日～17 日、検討会参加 2 回（6

日、17 日）、講義同席 1 回（8 日） 

＊ Japan-IMF Macroeconomic Seminar for Asia、委託元：国際通貨基金（IMF）アジア太平洋

地域事務所、2016 年 2 月 22 日‐26 日、討論者 1 回、司会 1 回 

（４） その他 

＊ Ph.D. Candidate Seminar の司会進行、2015 年 4 月 22 日 



＊ Ph.D. / Doctoral Candidate Seminar の司会進行、2015 年 8 月 7 日 

 

４. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ キャンパス・アジア委員会 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) Committee (General Affairs Committee) 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) Committee (General Affairs Committee) 

＊ Macroeconomic Policy Program Committee 

（２） その他 

＊ 大学の世界展開力強化事業（CAMPUS Asia）において、日中韓の留学生交換事業の企

画・運営や協定校（韓国：KDI School、中国：清華大学公共管理学院）との交渉に携わ

り、夏期講習（2015 年 8 月 CAMPUS Asia Fortnight at GRIPS）の運営、日本人学生の KDI 

School 長期留学（2 人目、2015 年 9 月‐12 月）および三大学共同セミナー（2015 年 12

月 3 日）の本学開催などを実現。 

 

５. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 他大学・研究所等における活動 

① 非常勤講師 

＊ 「女性リーダーへの道（ロールモデル入門編）」、お茶の水女子大学、2015 年 10 月‐2016

年 3 月 

② その他 

＊ 8th ADB-Japan Scholarship Program Scholars’ Research Forum の学生論文発表セッション

の企画・連絡調整および当日司会、Asian Development Bank Institute（東京）、2015 年 6

月 19 日 

 

６. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 活字メディア 

＊ 発言引用：FRB関連､「世界経済への影響は」､日経ヴェリタス第380号､ 2015年6月21‐

27日､ 2面 

＊ 発言引用：新興国関連､「世界主要25市場 全て下落」､日経ヴェリタス第389号､ 2015

年8月23‐29日､ 33面 


